
策定済・計 策定予定

すでに
策定された
ものがあり、
特に見直す
予定はない

すでに
策定された
ものがあるが、
見直す予定

すでに
策定された
ものがあり、
見直しは
未定

現在
策定して
おらず、
これから

策定する予定

現在
策定して
おらず、
対応は未定

現在
策定しておらず、
新たに
策定する
予定もない

無回答 策定済・
計

策定済+
策定予定・
計

36.6 64.4

45.8 71.5

39.4 67.3

30.0 60.4

32.0 59.6

2018年全体（n=1203）

大短
進学率別

95％以上（n=214）

70～95％未満（n=327）

40～70％未満（n=230）

40％未満（n=413）

（%）

カ
リ
マ
ネ
、授
業
改
善
、探
究
、キ
ャ
リ
ア
教
育
…

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
向
け
て

動
き
出
す
高
校を

受
け
て
い
る
高
校
で
は
取
り
組
み
が
先
行

し
て
お
り
、S
S
H
や
S
G
H
の
指
定
校
が

多
い
進
学
率
上
位
校
で
策
定
が
先
行
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

 

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
取
り
組

み
の
課
題
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
（
図

２
）、「
教
科
横
断
的
な
視
点
で
の
教
育
内
容

の
組
織
的
配
列
」43
％
、「
実
施
、評
価
、改

善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
」43
％
、「
各

教
科
等
の
教
育
内
容
を
相
互
の
関
係
で
捉

え
る
」42
％
が
ほ
ぼ
同
率
で
並
び
、３
大
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、状
況
は
前
述
の
「
育
み
た
い
資

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
柱
で
あ
る
〈
学

習
者
主
体
で
の
資
質
・
能
力
の
育
成
〉を
踏
ま

え
、自
校
で「
生
徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」

を
既
に
策
定
し
て
い
る
学
校
は
37
％
。「
策
定

予
定
」28
％
ま
で
含
め
る
と
合
わ
せ
て
64
％
、

３
校
に
２
校
が
す
で
に
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策

定
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い
る（
図
１
）。

 

「
策
定
済
・
計
」の
割
合
を
大
短
進
学
率
別

に
比
較
す
る
と
進
学
率
上
位
校
で
高
く
、

40
〜
70
％
の
進
路
多
様
校
で
低
い
と
い
う
傾

向
で
あ
っ
た
。

　

デ
ー
タ
の
掲
載
は
割
愛
す
る
が
S
S
H
、

S
G
H
、都
道
府
県
の
研
究
指
定
な
ど
、

2
0
1
6
〜
2
0
1
8
年
に
何
ら
か
の
指
定

編
集
部
で
は
昨
年
10
月
に
高
大
接
続
改
革
に
焦
点
を
あ
て
た
調
査
を
実
施
。
2
0
2
0
年

に
向
け
た
入
学
者
選
抜
や
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
た
ず
ね
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
な
か
か
ら「
新
学
習
指
導
要
領
」の
調
査
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

調査報告

リクルート進学総研
「高校教育改革に関する調査2018」

64
％
が
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
へ

生
徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

４
割
が
育
み
た
い
資
質
・
能
力
を

策
定
済
。予
定
含
め
る
と
６
割
強

「
教
科
横
断
的
視
点
の
配
列
」

「
P
D
C
A
」「
教
科
の
相
互
関
係
」

が
３
大
課
題

｢生徒に育みたい資質・能力」の策定や見直し状況（全体／単一回答）図1

カリキュラム・マネジメントの課題の背景フリーコメント1

〈教科横断的な視点での教育内容の組織的配列〉
●今までは教科ごとに教科書に縛られすぎた指導
になっていたと思われるので、今後は汎用性のある
資質・能力を育成するために教科を超えて、しかも１
時間単位ではなく単元ベースで意図的・計画的に
カリキュラムを組む必要があると思われる（埼玉県
／県立／普通科）
●各教科、科目の学習を通して身に付けさせるべき
資質、能力の整理が不十分。各教科の本質を踏ま
えて、教育内容を構造化するという発想が教員に乏

しい（広島県／県立／普通科）
〈実施、評価、改善のＰＤＣＡサイクルの確立〉
●サイクルを回す仕組みが必要。教員の力量向上
も必要（北海道／道立／普通科）
〈各教科等の教育内容を相互の関係で捉える〉
●各教科の力が強く、外部から指導計画、方法に口
をはさめない状況がある。新学習指導要領では、教
科を超えた学習活動が求められているのに、このこ
とに関する理解が進まないと感じる（兵庫県／私立
／普通科）

〈校内の人的･物的資源等の適切な配分〉
●業務負担の偏り、教員間のスキル・能力、意欲の
差が、さまざまな場面でネックになっている（秋田県
／県立／普通科）
●多忙な状況で、先生方が他教科の内容まで考慮
する余裕がない（福島県／県立／普通科）
〈まだ取り組めていないのでわからない〉
●一部の教員の間では重要性を理解しているが、
学校全体としては問題視されていない（静岡県／
県立／総合学科）

「高校教育改革に関する調査2018」結果詳細は、リクルート進学総研サイト（http://souken.shingakunet.com/research/）でご欄いただけます。 502019 FEB. Vol.426



導入・計
非導入・計

組織的対応・計 個人対応

学校全体で
組織的に

取り組んでいる

学年や課程・
学科・コース
単位で

取り組んでいる

教科単位で
取り組んでいる

教員個人
単位で

取り組んでいる

取り組んだが
うまくいかず、
一斉講義型の
授業に戻した

取り組んで
いない

取り組み状況を
把握していない 無回答 導入・計 うち組織的

対応・計

90.4 49.6

92.9 41.7

47.1 20.7

教科横断的な
視点での
教育内容の
組織的配列

実施、評価、
改善のＰＤＣＡ
サイクルの確立

各教科等の
教育内容を
相互の関係で
捉える

校内の人的・
物的資源等の
適切な配分

まだカリキュラム・
マネジメントに
取り組めていない
のでわからない

調査や
各種データ等
による現状把握

外部の人的・
物的資源等の
活用

その他

2018年全体（n=1203） 43.3 43.1 41.5 35.3 30.5 19.5 16.2 1.6

｢生徒に育みたい
資質･能力」の
策定や見直し別

策定済・計（n=440） 54.3 51.8 50.9 40.7 16.4 21.1 20.5 2.0

未策定・計（n=754） 37.0 38.2 36.3 32.4 39.1 18.4 13.8 1.3

■ 2018年全体
● 策定済・計
● 未策定・計

2018年全体（n=1203）

2016年全体（n=1105）

2014年全体（n=1140）

（%）

（%）

り
組
み
意
識
の
教
員
間
の
差
」、「
多
忙
」が

共
通
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト

１
）。「
ま
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

取
り
組
め
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
」の
特

徴
と
し
て
は
、多
忙
さ
に
加
え
、「
情
報
の
少

な
さ
」、「
学
校
全
体
で
の
関
心
の
薄
さ
」な

ど
が
目
立
っ
た
。

　

立
ち
向
か
う
課
題
の
重
さ
、難
し
さ
を
受

け
止
め
つ
つ
、現
状
の
業
務
の
多
忙
感
も
あ

り
、２
０
２
２
年
度
の
完
全
実
施
ま
で
に
準

備
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
、教
員
の
切
実
な
不
安
が
感
じ
ら
れ

る
結
果
で
あ
っ
た
。

に
よ
る
取
り
組
み
か
ら
、学
校
運
営
上
の
課

題
と
し
て
認
識
さ
れ
、組
織
的
な
取
り
組
み

に
変
化
し
て
い
る
実
態
が
う
か
が
え
る
。

　

デ
ー
タ
の
掲
載
は
割
愛
す
る
が
、大
短
進

学
率
別
に
比
較
す
る
と
、「
組
織
的
対
応
・

計
」の
割
合
は
50
％
前
後
で
差
が
見
ら
れ
な

い
が
、「
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
」割

合
は
進
学
率
70
〜
95
％
未
満
の
学
校
が
高
く

（
34
％
）、全
体
を
5
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。

 

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（
Ａ
Ｌ
）の

視
点
に
よ
る
授
業
改
善
の
取
り
組
み
を
導

質
・
能
力
」の
策
定
の
度
合
い
に
よ
っ
て
異
な

る
。策
定
済
校
は
、す
で
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
、課
題
上
位
の
顔
ぶ
れ
は
変
わ
ら
な
い
も

の
の
、そ
の
割
合
は
50
％
を
超
え
て
い
る
。検

討
の
な
か
で
の
実
感
が
そ
の
数
値
を
押
し

上
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
未
策
定
校
は

「
ま
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

組
め
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
」が
4
割
と

最
も
高
く
、検
討
の
着
手
が
遅
れ
て
い
る
状

況
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
の
背
景
と
し
て
は
、「
教

科
間
の
壁
」や
、「
教
育
改
革
に
向
け
て
の
取

 

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、以
下
Ａ
Ｌ
）の
視
点
に
よ
る

授
業
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
た
ず
ね
た

と
こ
ろ
（
図
３
）、「
学
校
全
体
で
組
織
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
」29
％
、「
学
年
や
課
程
・
学

科
・
コ
ー
ス
単
位
で
取
り
組
ん
で
い
る
」3
％
、

「
教
科
単
位
で
取
り
組
ん
で
い
る
」17
％
と
、

組
織
と
し
て
対
応
し
て
い
る
学
校
は
5
割
に

の
ぼ
っ
た
。

　

こ
の
割
合
は
4
年
前（
21
％
）か
ら
着
実

に
増
え
て
お
り
、教
員
個
人
の
熱
意
や
工
夫

Ａ
Ｌ
の
成
果
が
実
感
さ
れ
、教
員
か
ら
組
織
の
取
り
組
み
へ

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
視
点
に
よ
る
授
業
改
善

A
L
で
の
授
業
改
善
の
導
入
は
9
割

組
織
的
対
応
は
５
割
へ
増
加

２
大
課
題
は「
指
導
ス
キ
ル
」と

「
教
材
開
発
の
時
間
確
保
」

｢カリキュラム・マネジメント｣の課題（全体／複数回答）図2

｢主体的・対話的で深い学び｣（アクティブ・ラーニング）の視点による授業改善への取り組み（全体／単一回答）図3

調査報告
「高校教育改革に関する調査2018」

※「2018年全体」の降順　※「2018年全体」より５ポイント以上高い数値を■、５ポイント以上低い数値を■で表示

※2016年以前は「学年や課程・学科・コース単位で取り組んでいる」「取り組んだがうまくいかず、一斉講義型の授業に戻した」は該当項目なし
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（%）

（%）

　　　　　変化あり・計
　　　　　　生徒の変化 教員の変化

学
び
に
向
か
う
姿
勢・

意
欲
が
向
上
し
た

主
体
性
・
多
様
性
・
協

働
性
が
向
上
し
た

思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
が
向
上
し
た

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が

よ
く
な
っ
た

基
礎
的
な
学
力（
知
識

及
び
技
能
）が
向
上
し
た

教
員
の
授
業
観
が

変
わ
っ
た

教
材
開
発
や
授
業
設

計
力
が
向
上
し
た

生
徒
理
解
が

深
ま
っ
た

教
師
の
発
問
力
が

上
が
っ
た

授
業
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
力
が
向
上
し
た

教
員
間
の
連
携
が

促
進
さ
れ
た

教
員
の
学
習
意
欲

が
高
ま
っ
た

育
成
し
た
い
資
質
能
力

に
基
づ
く
テ
ス
ト
を
作
成

校
内
の
雰
囲
気
が

良
く
な
っ
た

そ
の
他

特
に
成
果
は

感
じ
ら
れ
な
い

ま
だ
わ
か
ら
な
い

2018年全体（n=1087） 49.1 37.9 17.8 17.6 8.9 41.5 33.5 16.1 16.0 15.0 14.1 10.4 5.4 3.3 3.7 3.3 10.4

大短
進学率別

95％以上（n=199） 50.3 45.7 18.1 17.1  7.0 40.2 32.2 12.6 22.1 19.6 18.6 11.1  8.5  2.0  3.5  2.0 13.1
70～95％未満（n=305） 45.6 38.0 17.0 16.4  7.5 41.3 34.1 10.8 16.1 17.7 14.1  8.9  6.2  3.3  4.6  3.9 12.1
40～70％未満（n=203） 47.8 38.9 16.3 19.2  9.4 43.8 33.5 15.3 17.7  9.4 13.8  9.9  4.4  1.5  3.9  3.9  8.4
40％未満（n=362） 51.7 34.0 19.3 18.2 11.0 41.2 34.3 23.5 12.4 14.1 12.2 11.3  3.6  5.0  2.8  2.8  8.8

変
化
あ
り
・
計

生
徒
の
変
化・
計

教
員
の
変
化
・
計

85.4 81.0 80.4
84.4 80.4 79.4
82.3 78.0 76.7
86.7 82.3 82.3
88.1 83.4 83.7

教員の
指導スキルの向上

教材開発や
授業準備の
時間の確保

評価手法の確立
授業進度の
懸念など

時間数の不足

受験指導との
バランス

アクティブラーニング型
授業に対応できない
生徒への指導

施設・設備の充実 その他

2018年全体（n=1087） 58.6 54.9 46.6 39.2 38.9 37.4 26.6 3.7

大短
進学率別

95％以上（n=199） 54.3 52.3 46.2 44.7 51.8 30.7 24.1  4.0
70～95％未満（n=305） 60.7 61.0 45.6 48.5 53.4 33.8 31.1  3.0
40～70％未満（n=203） 63.5 54.7 46.8 35.5 40.4 37.4 28.6  3.9
40％未満（n=362） 56.6 51.1 47.5 30.4 18.2 44.8 23.2  3.9

■ 2018年全体
● 95％以上
● 70～95％未満
● 40～70％未満
● 40％未満

■ 2018年全体
● 95％以上
● 70～95％未満
● 40～70％未満
● 40％未満

％
と
、同
様
に
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、生
徒
の
変
化
で
は
1
位

「
学
び
に
向
か
う
姿
勢
・
意
欲
が
向
上
し
た
」

49
％
、２
位「
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
が

向
上
し
た
」38
％
ま
で
が
高
い
一
方
、３
位「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
向
上
し
た
」、４

位「
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
よ
く
な
っ
た
」は
と

も
に
18
％
、５
位「
基
礎
的
な
学
力（
知
識
及

び
技
能
）が
向
上
し
た
」は
９
％
と
大
き
な

開
き
が
見
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

教
員
の
変
化
で
は「
教
員
の
授
業
観
が
変

わ
っ
た
」42
％
、「
教
材
開
発
や
授
業
設
計
力

が
向
上
し
た
」34
％
を
始
め
、「
生
徒
理
解
が

深
ま
っ
た
」、「
教
師
の
発
問
力
が
高
ま
っ
た
」

（
い
ず
れ
も
16
％
）な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

大
短
進
学
率
別
に
特
徴
を
見
る
と
、95
％

以
上
の
進
学
校
で
、生
徒
の
「
主
体
性
・
多

様
性
・
協
働
性
」、教
員
の「
発
問
力
」で
の

変
化
が
実
感
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
40
％
未
満

校
で
は
、「
変
化
あ
り
・
計
」が
88
％
と
最
も

高
く
、教
員
の「
生
徒
理
解
が
深
ま
っ
た
」が

２
割
を
超
え
、「
基
礎
的
な
学
力
の
向
上
」に

つ
い
て
も
11
％
が
変
化
あ
り
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、生
徒
の「
姿
勢
・
意
欲
の
向
上
」、

教
員
の「
授
業
観
」や
「
教
材
開
発
や
授
業

設
計
力
」は
、進
学
率
に
よ
る
差
が
な
く
、ど

の
学
校
で
も
変
化
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

 

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（
Ａ
Ｌ
）の

視
点
に
よ
る
授
業
改
革
の
取
り
組
み
は
、さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
も
の
の
、生
徒
や
教

員
の
変
化
と
い
う
成
果
が
実
感
で
き
て
き
た

こ
と
か
ら
、苦
労
を
乗
り
越
え
て
で
も
推
進

す
べ
き
こ
と
と
し
て
、組
織
的
な
導
入
対
応

が
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

入
し
た
学
校
に
見
え
て
き
た
課
題
を
た
ず

ね
た（
図
4
）。ト
ッ
プ
は「
教
員
の
指
導
ス
キ

ル
の
向
上
」59
％
、つ
い
で
「
教
材
開
発
や
授

業
準
備
の
時
間
の
確
保
」55
％
が
５
割
を
超

え
、２
大
課
題
と
な
っ
て
い
る
。以
下
、「
評
価

手
法
の
確
立
」47
％
、「
授
業
進
度
の
懸
念

な
ど
時
間
数
の
不
足
」39
％
、「
受
験
指
導

と
の
バ
ラ
ン
ス
」39
％
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
型
授
業
に
対
応
で
き
な
い
生
徒
へ
の
指

導
」37
％
ま
で
が
３
割
以
上
で
続
き
、さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

大
短
進
学
率
別
で
見
る
と
、進
学
率
が
高

い
群
で「
授
業
進
度
の
懸
念
な
ど
時
間
数
の

不
足
」、「
受
験
指
導
と
の
バ
ラ
ン
ス
」の
割

合
が
高
い
。
ま
た
学
校
全
体
で
の
Ａ
Ｌ
導
入

率
が
最
も
高
い
70
〜
95
％
未
満
校
で
は
そ
れ

ら
に
加
え
て「
教
材
開
発
や
授
業
準
備
の
時

間
の
確
保
」が
61
％
と
高
く
、組
織
導
入
の

推
進
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
40
％
未
満
校
で
は「
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
に
対
応
で
き
な
い
生
徒

へ
の
指
導
」が
45
％
と
突
出
し
て
お
り
、そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
る
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　　
一
方
、導
入
し
た
学
校
に
授
業
改
善
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
変
化
を
た
ず
ね
た
と

こ
ろ
、何
ら
か
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
学
校

「
変
化
あ
り
・
計
」は
85
％
に
の
ぼ
っ
た
（
図

5
）。「
生
徒
の
変
化
」81
％
に
加
え
て
、今

回
初
め
て
調
査
し
た「
教
員
の
変
化
」も
80

8
割
が「
生
徒
の
変
化
」も

「
教
員
の
変
化
」も
実
感

ト
ッ
プ
は「
姿
勢
・
意
欲
の
向
上
」

授業改善に取り組んだことによる変化（「主体的・対話的で深い学び」による授業改善導入ベース／複数回答）図5

授業改善に取り組んで見えてきた課題や改善点（「主体的・対話的で深い学び」による授業改善導入ベース／複数回答）図4

※カテゴリーごと「2018年全体」の降順　※「2018年全体」より５ポイント以上高い数値を■、５ポイント以上低い数値を■で表示

※「2018年全体」の降順　※「2018年全体」より５ポイント以上高い数値を■、５ポイント以上低い数値を■で表示

「高校教育改革に関する調査2018」結果詳細は、リクルート進学総研サイト（http://souken.shingakunet.com/research/）でご欄いただけます。 522019 FEB. Vol.426



新
し
い
学
習
指
導

要
領
を
読
み
込
み
、

変
更
点
を
確
認
し

て
い
る

変
更
点
を
把
握
し

た
上
で
、教
務
部
が

主
体
と
な
っ
て
検
討

し
て
い
る

変
更
点
を
把
握
し

た
上
で
、校
内
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

て
検
討
し
て
い
る

変
更
点
を
把
握
し

た
上
で
、進
路
指
導

部
が
主
体
と
な
っ
て

検
討
し
て
い
る

変
更
点
を
把
握
し

た
上
で
、管
理
職
主

体
で
検
討
し
て
い
る

教
員
全
体
で
研
修

等
を
行
っ
て
い
る

そ
の
他

2018年全体（n=1203） 30.6 24.6 19.6 9.8 8.5 7.5 17.1

高校
タイプ別

普通科（n=935） 29.7 25.7 21.7 10.8 8.9 7.8 15.1

総合学科（n=79） 45.6 17.7 15.2 6.3 3.8 7.6 17.7

専門高校（n=165） 30.3 23.6 7.9 6.1 7.9 6.1 28.5

中核に位置付けている+中核に置きたい・計

「総合的な学習の
時間」を、既にカリ
キュラムの中核に
位置付けている

来年度以降、カリキ
ュラムの中核に位
置付けようと考えて
いる

中核に置きたいが
どうしてよいかわか
らない

「総合的な探究の
時間」を中核に置
いたカリキュラム・
マネジメントは考え
ていない

わからない 無回答
中核に位置付
けている+中核
に置きたい・計

53.6

48.6

53.2

60.9

52.3

■ 2018年全体
● 普通科
● 総合学科
● 専門高校

■ 探究的な学習の狙
いを踏まえ、充分に
取り組んでいる

■ 探究的な学習の狙
いを踏まえているが、
取り組みは充分で
はない

■ 「総合的な学習」は
実施しているが、探
究的な学習の狙い
は踏まえられていない

■ 「総合的な学習」に
はあまり取り組めて
いない

■ 無回答 探究的な学習の
狙いを踏まえて実施

2018年全体（n=1203）

大短
進学率別

95％以上（n=214）

70～95％未満（n=327）

40～70％未満（n=230）

40％未満（n=413）

（%）

（%）

　

新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核
に
位
置
付
け
る

こ
と
に
つ
い
て
現
状
を
た
ず
ね
た
（
図
8
）。

「
総
学
を
既
に
中
核
に
位
置
付
け
て
い
る
」、

「
来
年
度
以
降
位
置
付
け
る
」、「
位
置
付
け

た
い
が
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」が
17

〜
19
％
で
並
び
、「
中
核
に
位
置
付
け
た
い
・

計
」は
半
数
以
上
に
の
ぼ
る
。
デ
ー
タ
は
割

愛
す
る
が
、「
既
に
位
置
付
け
て
い
る
」は
総

合
学
科
や
専
門
高
校
で
29
％
と
高
く
、「
課

題
研
究
」な
ど
現
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
探
究

の
動
き
が
先
行
し
て
い
る
。

　

大
短
進
学
率
別
で
は
、95
％
以
上
の
進
学

校
で
「
既
に
位
置
付
け
て
い
る
」23
％
、「
来

年
度
以
降
位
置
付
け
る
」16
％
ま
で
の
合
計

割
合
が
40
％
と
動
き
が
先
行
す
る
一
方
、「
中

核
に
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
考
え
て
い
な
い
」「
わ
か
ら
な
い
」も
多
く
、

二
極
化
傾
向
に
あ
る
。
40
〜
70
％
未
満
校
で

は「
中
核
に
位
置
付
け
た
い
・
計
」が
6
割
と

最
も
高
い
が
、そ
の
内
訳
と
し
て
は「
中
核
に

置
き
た
い
が
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

が
30
％
と
多
く
、意
欲
は
あ
る
が
具
体
的
な

方
策
ま
で
は
検
討
で
き
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　

現
行
の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
（
図

6
）、既
に
6
割
の
学
校
が「
探
究
的
な
学
習

の
狙
い
を
踏
ま
え
て
実
施
」し
て
い
る
と
回
答
。

た
だ
し
内
訳
は「
探
究
的
な
学
習
の
狙
い
を

踏
ま
え
、充
分
に
取
り
組
ん
で
い
る｣

28
％
、

「
探
究
的
な
学
習
の
狙
い
を
踏
ま
え
て
い
る

が
、取
り
組
み
は
充
分
で
は
な
い
」33
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
の
「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」へ
の
移
行
に
あ
た
り
、現
在
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
を
聞
い
た
と
こ
ろ
（
図
7
）、

ト
ッ
プ
は
「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
読
み

込
み
、変
更
点
を
確
認
し
て
い
る
」31
％
で
あ

っ
た
。

　

検
討
の
取
り
組
み
体
制
で
は「
教
務
部
が

主
体
と
な
っ
て
検
討
」25
％
が
最
も
多
く
、

「
進
路
指
導
部
が
主
体
と
な
っ
て
検
討
」10

％
、「
管
理
職
主
体
で
検
討
」9
％
で
あ
っ
た
。

「
校
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
検
討

し
て
い
る
」学
校
は
20
％
。
単
一
部
署
主
体
で

な
く
組
織
横
断
で
検
討
す
る
こ
と
で
、前
述

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
の

背
景
に
あ
っ
た「
教
科
の
壁
」や「
教
員
間
の

意
識
の
差
」の
解
消
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
で

き
る
動
き
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
場
は
す
で
に「
探
究
モ
ー
ド
」へ
シ
フ
ト

総
合
的
な
探
究
の
時
間
へ
の
移
行
と
準
備

本
格
的
な
探
究
実
施
に
向
け
て
、

確
認
や
検
討
体
制
の
設
置
が
進
む

〝
カ
リ
マ
ネ
の
中
核
に
し
た
い
〞は

5
割
を
超
え
、特
に
総
合
学
科
、

専
門
高
校
、進
学
校
で
動
き
が
先
行

｢総合的な探究の時間｣への移行の取り組み（全体／複数回答）図7 ｢総合的な学習の時間｣の取り組み
（全体／単一回答）

図6

｢総合的な探究の時間｣のカリキュラム・マネジメントへの位置付け（全体／単一回答）図8

調査報告
「高校教育改革に関する調査2018」

※「2018年全体」の降順　※「2018年全体」より５ポイント以上高い数値を■、５ポイント以上低い数値を■で表示
※「その他」206校の内訳：「まだ取り組めていない」（74校）、「すでに取り組んでおり検討は必要ない」（53校）など

※「位置付けている+位置付けたい・計」の表内について、「2018年全体」より５ポイント以上高い数値を■、５ポイント以上低い数値を■で表示

53 2019 FEB. Vol.426



と
い
う
学
校
も
あ
り
、探
究
学
習
の
本
質
を

追
究
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

 

「
多
面
的
評
価
」、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」は
ど
ち
ら
も
６
％
と
ま
だ
少
数
で
は

あ
る
が
、先
行
し
て
改
革
を
進
め
て
い
る
学

校
の
内
容
を
見
る
と
、「
多
面
的
評
価
」は
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
活
用
、観
点
別
評
価
の
導
入
や

研
究
と
い
う
事
例
が
多
い
。「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
半
数
は
S
G
H
や

S
S
H
、都
道
府
県
の
指
定
校
な
ど
何
ら
か

の
指
定
を
受
け
て
お
り
、先
行
研
究
事
例
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た

学
校
全
体
の
組
織
横
断
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、教
員
全
体
を
巻
き
込
ん
で
動
い
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

●

　

今
回
の
結
果
か
ら
は
、「
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
」と
い
う
重
要
な
節
目
に
向
け
て
、

各
学
校
が
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
感
じ
な
が

ら
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
目
の
前
の
生
徒
た
ち
が
生

き
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い「
変
化
の
激
し
い
不

確
実
な
未
来
」に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、今
、

教
師
と
し
て
で
き
る
こ
と
に
心
を
砕
い
て
い

る
先
生
方
の
推
進
力
で
、教
育
改
革
は
少
し

ず
つ
前
進
し
て
い
る
。
そ
ん
な
兆
し
が
感
じ

ら
れ
る
調
査
と
な
っ
た
。
調
査
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総
研
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
近
１
〜
２
年
の
間
、自
校
で
力
を
入
れ

て
改
革
し
た
取
り
組
み
を
挙
げ
て
も
ら
っ
た
。

今
回
は
特
に
新
学
習
指
導
要
領
に
関
連
の

深
い
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い（
フ
リ
ー
コ
メ

ン
ト
２
）。

 

「
授
業
力
向
上
」に
力
を
入
れ
て
い
る
学
校

は
44
％
（
グ
ラ
フ
は
割
愛
。以
下
同
）。W
i-

F
i
、
電
子
黒
板
、タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の

I
C
T
環
境
の
整
備
に
合
わ
せ
た
改
革
や
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
を
推
進
し

な
が
ら
改
革
を
進
め
て
い
る
事
例
が
多
く
見

ら
れ
た
。
ま
た
、授
業
見
学
と
相
互
評
価
、

教
員
研
修
の
実
施
を
行
っ
て
い
る
学
校
も
多

く
、多
忙
な
な
か
で
も
機
会
を
作
っ
て
研
鑽

を
積
ん
で
い
る
。

 

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」の
改
革
に
力
を
入
れ
て

い
る
学
校
は
34
％
。
体
験
学
習
の
強
化
、地

域
連
携
、外
部
連
携
、探
究
学
習
と
絡
め
て

改
革
し
て
い
る
事
例
な
ど
が
多
い
。

 

「
探
究
学
習
」も
24
％
と
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

S
S
H
や
S
G
H
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い

普
通
科
の
高
校
で
も
、「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
1
年
次
か
ら
導

入
を
始
め
る
な
ど
の
事
例
が
散
見
さ
れ
た
。

「
単
な
る
調
べ
学
習
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
」

新
学
習
指
導
要
領
に
つ
な
が
る
改
革
は
既
に
進
行
中

学
校
改
革
の
取
り
組
み

「
授
業
力
向
上
」44
％
、

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」34
％
、

「
探
究
学
習
」24
％
で
改
革
中

学校改革の具体的な取り組み内容

「高校教育改革に関する調査2018」
（第20回 「高校の進路指導・キャリア教育
に関する調査」）

● 調査対象：全国の全日制高校4,703校
● 調査期間：2018年10月5日（金）～
2018年10月27日（土）投函締切

 ※2018年10月31日（水）到着分までを
集計対象とした

● 調査方法：質問紙による郵送法
● 集計対象数：1,203校（回収率25.6％）

〈回答者プロフィール〉
● 設置者別
 国立2校（0.2％） 都道府県立829校
（68.9％） 市町村区立42校（3.5％） 私
立312校（25.9％） 無回答18校（1.5％）

● 高校タイプ別
 普通科935校（77.7％） 総合学科（移
行中含む）79校（6.6％） 専門高校165校
（13.7％） 無回答24校（2.0％）
● 地域区分別
 北海道100校（8.3％） 東北104校（8.6
％） 北関東・甲信越155校（12.9％） 南
関東223校（18.5％） 東海149校（12.4
％） 北陸34校（2.8％） 関西141校
（11.7％） 中国・四国141校（11.7％） 
九州・沖縄138校（11.5％） 無回答18校
（1.5％）
● 校務分掌別
 管理職255校（21.2%） 進路指導部
818校（68.0%） その他181校（15.0%）
無回答24校（2.0%）

 ※複数部署による回答校あり

調査概要

〈授業力向上〉
●「アクティブラーニングの視点」による学習指導
のなかで、予習や授業のなかで得た知識を出力す
る場面や、対話のなかで気付き合い、ひらめき合う
場面としてのペアワークやグループワーク、発表
（プレゼンテーション）やディベートなどを多用するこ
とによって、「主体的・対話的で深い学び」を実現し
「課題を発見し解決するために必要な自ら主体的
に学び続ける力」（＝「自学力」）を育むことを目指し
ている（神奈川県／県立／普通科）
●評価・批評型の校内研修・研究ではなく、対話
型の授業研究を行っている（東京都／私立／普
通科）
●ICT利活用の点から、BYOD(Bring Your Own 
Device)をシステム導入、授業内容の改善について
研究を進めている。それに伴い、教科の枠を超えて
授業力の向上を図るための研修を行い、徐々に成
果をあげてきている（神奈川県／県立／普通科）
〈キャリア教育〉
●地域連携・学校間連携のなかで、大人と交流し、
主体的に参画する姿勢と能力の向上を意識して
きた（岡山県／県立／普通科）
●学校の教育活動全体を通じてキャリア教育を行
う。地域のなかでの自分、地域の中での学校を意識
して外部連携に取り組む（三重県／県立／専門
高校）
〈探究学習〉
●総合的な学習の時間に、今年度の１年生から探
究学習を実施。SDGsの視点から地域の企業と連

携して取り組んでいる（石川県／県立／普通科）
●産能大の協力を得ながら、主体的学習者、協働
的学習者の育成プログラムを始めた（沖縄県／
県立／普通科）
●系列ごとの学習で、それぞれの系列の特色を出
したり、連携したりしながら、探究学習を進めている。
また、そのなかで日本語学校の生徒や地域の子ど
も・老人・商店街、大学等と協力した授業も行って
いる（静岡県／県立／総合学科）
〈多面的評価〉
●観点別評価をより実効的なものとするため、シラ
バスの活用を一層進めている（奈良県／県立／
普通科）
●ルーブリック評価表を作成（東京都／私立／普
通科）
〈カリキュラム・マネジメント〉
●全職員からの学校に対する提言をもとに、カリマ
ネ、およびキャリア教育プログラムの再構築を全職
員によるプロジェクトにて検討中（佐賀県／県立
／総合学科）
●目指す生徒像、グランドデザインの策定。その実
現のための、コンピテンシーの具体化（10個）とそ
の提示（学びの三つの柱との整合性、校訓との親
和性、定義づけ）。コンピテンシー（資質・能力）を
付けるための４つのステップを策定、到達段階を定
義し、その段階を意識した方法を考え、行事・授業
のあり方（手段）を改善する。その到達度を認知す
るためのルーブリックの作成（青森県／県立／普
通科）
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